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o.一夏休みに 入ってから，早いもので10日が

過ぎた。 町内の子どもたちは海水浴へ，プー

ルへと ，みんな元気に飛び回る。真っ黒に 日

焼けした顔カ、たくましい。この夏休みこそ待

ちに待った、ぼくの，わたしの天固いなのだ。
 
司t


O…やっとのことで梅同が明けた� 7月26日の


を
一
JC 子� 朝。スカソトした青空，今日も強い日射しが

照りつけそうだ。午前� 6時30分，横瀬小学校 


に集った出見勢子ども会のメンバー。


鶴本あゆみさん(小� 2)のラジオに合わせて
z4h 

与主 が ラジオ体操がはじまった。みんな早起きで，


きまりいい夏休みだ。隣の神社で体操をして 
お フ
いる子ども会の姿もみえる。

き才 岡崎山元気に，力いっぱいの体操が終った後，出

席カードにハンを押してもらってニッコリしメ詳
提� た笑顔が印象的だ。� 
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子ども会がラジオ体操みんな元気に早起き夏休み
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昭和� 51年� 8月� 1 カ込

業
の
振
興
桁
却
に

つ
い
て

味
間
喜
久
雄
議
員

マ
社
会
道
義
と
そ

の
行
任

マ
似
険

税
の
賦
課
万
式

(
平
等
の
原
則
と
は

・

住
民
の
立
場
に
立

農
山
漁
村
同
和
対
策
事
業
に
よ
ワ
工
事
が
進
む
農
道
横
尾
崎
相 

つ
課
長
の
方
針

・

広
報
に
つ
い
て
)

一

町

議

会

六

月

定

例

会
は
六
月
二
十

一
日
開
会
。
昭
和
五
十

一
年 

の
配
置
に
つ
い
て

一
度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
四
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
任
期
一

タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
に
つ
い

一

満

了

に

よ
る
各
常
任
委
只
会
委
員
の
選
任
を
行

い

三 

閉
会

一

マ
自
治
の
殿
堂
の
あ
る
べ
き
姿

4
H

J

マ
救
急
車

手
数
料
が
ア
ッ
プ

マ
意
見
将
箱
と

印
鑑
証
明
は

八
月
一
日
か
ら
川
円
に

こ
の
議
会
で
手
数
料
条
例
の一

部

(
庭
石

・
庁
舎
前
)
の
世
話
人
名
の

円
満
撤
去
マ
西
岡
地
区
埋
立
に
よ

が
改
正
き
れ
、
八
月
一
円
か
ら
次
の

よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

る
紛
争
に
つ
い
て
の
基
本
的
方
針

マ
土
地
に
関
す
る
証
明
で
実
地
調
査

中

西

晴

美

議

員

を
要
す
る
も
の

マ
定
例
監
査
報
告
に
つ
い
て
(
建
設

一

件

三

百

円

事
業
に
関
連
す
る
慌
盗
姿
勢
に
つ
い

マ
土

地

証

明

一

件

百

五

十

円

マ
町
内
学
校
教
育
の
成
果
お
よ

マ
土
地
台
帳
副
本
交
付

び
そ
の
実
態
に
つ
い
て

マ
紋
近
に

一
範
一

件

百

五

十

円

お
け
る
町
内
同
和
問
題
と
教
育
に
つ

マ
身

分

証

明

一

枚

百

五

十

円

マ
本
籍

・
居
住
証
明

押

栗

義

雄

議
員

一

枚

百

五
十
同

マ
町
村
総
合
整
備
事
業
の
指
定
に
伴

マ
印
鐙
証

明

一

枚

百

五

十

円

う
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て

マ
町

マ
地
粗
・
公
課
証
明

の
財
政
下
に
お
け
る
各
純
事
業
の
推

一

枚

百

五
十
円

進
と
今
後
予
怨
さ
れ
る
町
財
政
の
見

マ
資

産

証

明

一

枚

百

五

十

円

辿
し
に

つ
い
て

マ
資

格

証

明

一

枚

百

五

十

円


生

田

敏

議

員


マ
公
簿

・
公
文
書
・
図
面
に
関
す
る

マ
交
泊
安
全
対
策
に
づ
い

て

マ
み

証

明

一

枚

百

五

十

円

か
ん
陀
業
対
策
に
つ
い
て
(
新
し
い

マ
火
薬
類
消
費
に
関
す
る
土
地
等
の

融
資
制
度
の
創
設
・
絞
数
山
間
合
栓
営
・

一

説

明

一

枚

百

五

十

同

川
川
絡
安
定
対
策
事
業 
)

マ
土
地
の
測
量
一
一
部
四
百
五
十
円

美
芳
議
員

マ
土
地
の
分
筆

一

筆

三

百

円

マ
町
単

一
般
道
路
工
事
の
用
地
代
令

マ
公
簿

・
公
文
書
・
図
面
の
関
覧
お

制
叉
必
者
負
仰
に
つ
い
て
マ
同
和

よ

び

問

、

査

一

一

件

百

円

刈
円
引
が
業
に
つ
い
て

マ
生
一
比
奈
小

二
件
を
超
え
る
場
合
は
、
一
件

ゃ
い
以
改
築
に
つ
い
て

を
超
、
え
る
ご
と
に
五
十
円
)

重
夫
議
員

マ
住
民
恭
本
台
帳
の
写
し
交
付

マ
間
代
地
山
川
似
険
に
つ
い
て

マ
土

一
通
に
つ
き
百
五
十
円

木
災
害
の
山
中
川
に
つ
い
て

マ
戸
籍
の
附
票
の
写
し
交
付


小

関

武

夫

議

員


一
通
に
つ
き
百
五
十
円

マ
企
業
進

マ
そ
の
他
の
証
明

出
に
伴
う
隣
接
町
村
と

し
て
の
ノ
リ 

一
枚

百
五
十
円

マ
ホ門一定
振
興
に
つ
い
て

て
岡
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一

し

ま

し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

今
回
の
追
加
額
は
専
決
を
あ
わ
せ

て
四
千
四
百
九
十
七
万
九
千
円
で
、

予
算
の

総
額
は
九
俗
七
千
七
百
四
十

七
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
使
途
は
、
生
比
奈
小
学
校
、

坂
木
小
学
校
の
夜
間
照
明
施
設
の
設

置
工
事
六
百
三一
十
万
円
、
老
人
い
こ

い
の
家
の
建
設
事
業
費
の
追
加
五
百

三
十
四
万
円、

玉
ノ
木
地
区
公
会
堂

設
備
費
百
二
十
万
円
、
ご
み
収
集
委

託
料
百
三
十
二
万
四
千
円
、
州民
山品川
一

村
同
和
対
策
事
業
費
六
百
四
十
三
万

三
千
円
、
農
村
総
合
盤
備
モ
デ
ル
事

業
の
計
画
お
よ
び
推
進
費
五
百
七
十

四
力
円
、
旧
横
瀬
町
役
場
前
町
道
敷

地
購
入
資
四
百
五
十

一
万
円
、
五
十

間
住
宅
給
水
施
設
改
良
資
百
七
十
万

円
、
防
火
水
梢
工
事
彼
等
三
百
四
万

五
千
円
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

こ
の
談
会
で
十
三
談
員
か
町
政
に

対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

山

下

豊

寿

議

員

マ
町
長
の
政
治
姿
勢
と
職
員
の
指
持

監
督
に

つ
い
て

マ
生
比
奈
小
学
校

お
よ
び
川
市
江
保
育
所
の
改
築
に
つ
い

て

マ
金
比
羅
堤
防
補
強
工
が
わ
り
よ

び
勝
浦
川
河
床
務
到
に
つ
い
て

マ
丙
岡
裂
の
煙
立
て
に
つ
い
て

河

野

寅

雄

議
員

マ
町
が
行
う
土
木
そ
の
他
の
建
設
中

業
に
か
か
る
分
純
金
の
徴
収
に
つ
い

て

マ
県
営
引
業
に
対
す
る
町
の
れ

相
金
に
つ
い
て

マ
際
業
の
出
叫
ん
い
陀

い
て

て
山
本
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生

旧

敏

附

爪

夫

川
内
正
太
郎

y

ト
主
わ
び
に

問
題
点
に

つ
い
て

マ

一
般
公
営
住
宅
の
建
設
時
期
と
佑

理
運
営
に
つ
い
て

マ
環
境
術
生
と

そ
の
行
政
指
導
に
つ
い
て

岡

本

宮

治

議
員

マ
具
体
性
の
あ
る
産
業
保
興
計
州

マ
行
財
政
改
善
研
究
委
員
会
の
果
た

す
役
訓

マ
社
会
総
合
大
学
の
め
ざ

す
も
の

坂

口

貞

雄

議

員

マ
教
育
行
政
に
つ
い
て
(
教
育
施
設

の
充
実
・
生
徒
指
導
・
学
力
の
向
上 
)

マ
燦
村
総
合
終
備
モ
デ
ル

引
業
に
つ

(
保
古
川
料
水
込

の
改
正
と
川
体
行
一
州
改

築

・
青
少
年
育
成
対
策

・
犯
罪
防
止

刈
泌
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
策
)

マ
公
営

作
℃
の
あ
り
卜り
に
つ
い
て 

(
新
設
問

題

・
払
い
下
げ
問
題
・
巡
吋
山
刀
法
に

つ
い
て
)

マ
道
路
終
備
と
問
題
山
、
に

つ
い
て 

(
品
川
和
灰
分
・
認
定
以 

4
・

優
先
順
位
に
つ
い
て 
)
マ
近
附
山
町

村
の
企
業
進
出
に
対
す
る
町
長

の
県

本
埋
念
(
佐
川
氏
と
の
対
話
策
に
つ
い

て
)

マ
産
業
振
興
と
公
芯
刈
策
に
つ

い
て

マ
燦
村
モ

デ
ル

事
業
の
推
進

と
問
題
点
に
つ
い
て

常
任
委
員
・
特
別
委
員
を
改
選

作
常
任
委
員
会
お
よ
び
各
特
別
委


員
会
委
只
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

印

委

只

長 

印

刷

委

只

長

)


マ
総
務
常
任
委
員
会


。
ギ

阿

武 

山
本

美
芳


な
お
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か

れ
ま
し
で
も
、
こ
の
趣
旨
に
こ
賛
同

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

味
問
。
ぃ久
機

マ
厚
生
市
山
任
委
長
会

。
沌

円

良

一 

附
本 

av一作
一

夫

山

下

回

浜

勝

己

山

山

町

マ
産
業
建
設
常
任
委
民
会

O

HI~' O 義 I~~ '11 'i包
美雄雄 義 M ifi 

。
小
関

武

夫 

押
架

沢
雌

坂

口 O

川
野

山

本

主

一

巾
西

マ
同
和
対
策
特
別
委
員
会

。
山

路

保

義 

岡

市

旦

夫

山

本

笑

方

山

下

山

両

事

河

川
町 

民

地

坪

内

正

太

郎

マ
公
害
対
策
特
別
委
員
会

O

い
て

マ
原
チ
力
発
五
一附
の
立
地
と

ιι

隙
桜
町
村
と
し
て
の
立
場

の
振
興
に
つ
い
て

姿
勢
に
つ
い
て

マ
産
業

マ
町
長

の
政
治

。

西

浜

勝

己 

立

体

一

夫

岡

本

訴

ム

川

市 

γ
阿

武

O

平

阿

武

融制
員

滝

口

良

一

中

凶

的

美

マ
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て

西

浜

勝

己

議

員

マ
学
校
教
育
と
社
会
教
育
に
つ
い
て 

マ
勝
浦
川
総
合
開
発
特
別
委
只
会

(産
業
建
設
常
任
委
只
と
同
じ 
)
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え
毒 

さ
ら
に
三
つ
の
通
勤
を
追
加

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
機
会

こ
の
協
議
会
は
役
場
、
議
会
、
教

育
委
員
会
、
区
長
会
、
青
年
会
、
婦

人
会
、
老
人
会
、
小

・
中
学
校
、
農

協
、
商
工
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
主

ど
の
機
関
や
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

工
品
十
年
度
は 

病
気
見
舞
に
刈
す

る
金
品
の
お
返
し
は
や
め
‘
礼
状
を

出
す
程
度
に
す
る 

葬
儀
に
花
輪

を
お
く
ら
な
い 

品青
山
問
返
し
は
や

め
る
ー
の
運
動
を
徹
底
し
て
き
ま
し

た
。

こ
と
し
も
、
引
き
続
き
こ
の
迎

動
を
重
点
目
標
と
し
て
い
杭
け
ま
す
が
、

さ
ら
に
次
の
三
つ
の
目
標
を
つ
け
加

え
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

虚
礼
の
廃
止

争
中
見
舞
や
年
賀
状

の
自
粛
(
常

に
顔
見
知
り
の

町
内
は
や
め
る

・
公

職
に
あ
る
者
の
儀
礼
的
な
も
の
は
自

粛
す
る 
)

結
婚
式
の
簡
素
化


案
内
状
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
趣


旨
を
4

泣
き
、

簡
素
に
行
う

J
U V

公
共
施


設 

(
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
公
会
堂
)
を


利
用 

料即日
一
や
記
念
品 

申
し
合


わ
せ
の
額
と
す
る
。


あ
い
さ
つ
運
動
・
愛
の
一
一
言
運
動

対
話
を
め
ざ
し
て
、
お
は
よ
う

・

さ
よ
う
な
ら

・
た
だ
い
ま

・
お
か
え

り
ー
と
子
か
ら
お
と
な

へ
、
お
と
主

か
ら
子
へ
十
戸
を
か
け
あ
う
。

ve--し寸ーイ


平
紫
は

町
行
政
、
談
会
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

時
節
柄
み
な
さ
ん

の
ご

他
山
聞
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会

の
厳
札
の
山
崎
止
の
組
旨
に
質
同
し

町
内

へ
の

暑
中
見
舞
を
取
リ
や
め
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
了

示
く
だ
さ
い

。 

生

田

敏

岡

重

夫

河

野

寅

雄

西

浜

勝

己

平

岡

武

滝

口

良

一

坂

口

貞

雄

小

関

武

夫

中

西

晴

美

山

路

保

養

味
問
喜
久
雄

議

員� 

勝

浦

町

長

堺

福

一

助

役

小

西

兵

二

収

入

役

斎

藤

勝

一

勝
浦
町
議
会

機

長

副
議
長

議

員

山

本

圭

一

坪
内
正
太
郎

岡

本

宮

治

押

粟

義

雄

立

棒

一

夫

山

本

美

芳

山

下

豊

寿

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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一
つ
の
原
則
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ーコ� 

て
L 

:
安日 j 

第74号 (4)昭和51年 8月1日 ヌ少� 

ま
で
に
は
長
い
時
間
が
か
か
り
、
そ

の
問
の
治
療
は
自
費
で
ま
か
な
う
こ

と
に
な
る
と
、
生
活
そ
の
も
の
が
危

機
に
直
萌
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
治
療
費
が
か
か
り
す
ぎ
て
、

生
活
が
困
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い
け

な
い
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ

う
と
い
う
の
が
国
保
制
度
の
目
的
で

す。

め
て
も
ら
い

、
事
故
証
明
を
も
ら
う

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

事
故
現
場
の
状
況
や
証
拠
を
確
か

時
た
て
か
え
て
お
く
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
被
害

者
(
被
保
険
者
)
の
生
活
の
図
き
ゅ

う
を
救
お
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
分
は
加
害
者
が
負
う

べ
き
当
然
の
賢
任
と
し
て
、
あ
と
で

国
保
に
返
還
し
て
も
ら
う
わ
け
で
す
。

け� ;つ
届iあ

iZZ
ォ，� : 1こ

察:通 
警� ;交

な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

書
や
一
示
談
が
成
立
し
た
場
合
の
書
類

¥J  

rd: 


国
保
で
受
け
ら
れ
な
い
診
察
、
つ

ま
り
保
険
給
付
の
対
象
に
な
ら
な
い

も
の
の

一
つ

に
、
交
通
事
故
や
暴
力

な
ど
で
他
人
か
ら
傷
害
を
受
け
た
と

き
の
治
療
は
、
加
害
者
が
医
療
費
を

負
担
す
る
の
が
た
て
ま
え
で
す
の
で

保
険
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

? : 

て :
お i
き:

他
人 

(第
三
者
)
に
傷
つ
け
ら
れ

て
け
が
を
し
た
り
、
病
気
に
な
っ
た

り
す
れ
ば
、
加
害
者
が
全
責
任
を
負

っ
て
損
害
の
賠
償
を
す
る
の
が
世
の

六
月
号
の
国
保
問
答
で
交
通

事
故
に
つ
い
て
、
説
明
不
足
で

誤
解
を
招
き
ま
し
た
の
で
、
重

ね
て
国
保
と
交
通
事
故
に
つ
い

て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
の
約
束
ご
と
で
す
。
し
た
が

っ
て

、

そ
の
よ
う
な
で
き
ご
と
で
治
療
を
受

け
る
と
き
は
、
国
保
の
保
険
給
付
は

さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

で
は
交
通
事
故
と
い
う
自
動
車
に
よ

る
傷
害
が
、
全
く
国
保
で
は
治
療
は

受
け
ら
れ
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
ニ
と
は

そ
れ
で
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と

い

う
と
、
現
実
に
は
治
療
の
す
べ
て
の

経
過
を
み
な
い
こ
と
に
は
、
ど
れ
だ

け
の
賞
用
が
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
し
、
後
遺
症
の
問
題
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
加
害
者
の
賠
償
支
払

い
能
力
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
ゅ
う
こ
と
が
す
べ
て
わ
か

っ

て
、
最
終
的
な
損
害
賠
償
を
受
け
る 

一
つ
)
気

動

必
臨

一
ぶ

つ

に

る

で
す
か
ら
、
被
保
険
者
が
交
通
事

故
の
傷
害
で
苦
し
ん
で
い
る
の
に
、

そ
れ
は

加
害
者
と
の
間
の
問
題
で
あ

る
と
し
て
放
出
し
て
よ
い
は
ず
は
あ

ま
ず
、
加
害
者
か
ら
現
実
に
治

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
交
通
事
故
の

け
が
や
病
気
も
国
保
の
保
険
診
療
が

受
け
ら
れ
る
道
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

国
保
が
一
時
た
て
か
え
て
、
加
害

者
が
か
え
す

国
保
の
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
の
は
、
治
療
費
を
国
保
が

一

一
弘
辻

本加害者の

4 

-μ
大

河
』

』

耳

目

ド 

'
7

V

仁

γ
一


国
保
で
治
療
を
受
け
る
に
は

交
通
事
故
の
傷
害
に
あ
い
、
国
保

で
治
療
を
受
け
る
に
は

、
い

く
つ
か

の
条
件
や
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。 

療
費
を
受
け
取

っ
て

い
れ
ば
、
国
保

の
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。「第

三
者
の
行
為
に
よ
る
傷
害

V
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

、ベノ
。V

示
談
は
慎
重
に

一示
談
と
は
、
裁
判
所
な
ど
第
三
者

に
依
頼
し
な
い
で
当
事
者
の
聞
で
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
で
す
。
い
っ
た

ん
承
諾
の
判
を
お
し
て
し
ま
え
ば
、

あ
と
で
や
り
直
し
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
・
:
交
通
事
故

の
場
合
、

個
々
に

内
容
が
異
り
ま
す
の
で
、
税
務
保
険

課
国
保
係
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

昔
、
い
。 

ん
。
こ
れ
が
、
加
害
者
に
あ
と
で
た

て
か
え
た
分
を
返
還
し
て
も
ら
う
大

切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。 

そ
の
ほ
か

、
答
察
の
事
故
証
明

V

確認を忘れないように

、、- 本自動車のナンバーを

覚えておくニと

悪質なドライパー は逃げることがあ

ります。可能なかぎりナンバーを覚え

ておくようにしましょう。少なくとも� 

2ケタは党えるようにし， 色や'If;，大

きさも記憶にとどめるようにしておき

ましょう 。

おしゃべりは↑真しむニと

ペラペラと おしゃべりはしないこと 。

人間ついオーバーに話しがち。 おし

ゃべりがすぎて余計なことに口をす

べらせては.相手にあげ足をとられ

て恩わぬ不利をこうむることになり

かねません。

事


身元を知るニと

免許証とか自動車損

害賠償資任保険の保険�  

IDEを必ず見せてもらい，

*事故についての

1";こま :
し!勺
よl

つ

MUS04
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V
サ
ン
ホ 

V

ザコ

V
ダ
ニ
類

V


l


y

M

V
幼
木
、V

時

分

自
国 

官
が

施の

刊

n

a

国

社

木

ト

幼

判

表ロ
刀

ム

準

丹
二
十
日
ご
ろ
に
エ
ル
サ
ン
水
和
剤

樹令 チソソ リ〆サ� / カリ� 

2 50 35 

3 80 65 50 

4 120 100 70 

5 150 120 90 

6 180 145 110 

戸、、

摘

果

U

前
回
に
散
布
し
て
か
ら
二
百 

以

上
の
雨
が
あ
れ
ば
再
散
布
し
て
く
だ

さ
い
。
過
去
数
年
間
の
例
を
み
て
も
、

今
月
上
旬
に
は
ぜ
ひ
必
要
と
思
い
ま

す
。
ダ
イ
セ
ン
ま
た
は
ダ
イ
フ
ァ

ー

の
四
百
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い

。

(
カ
ブ

レ
の
心
配
が
な
け
れ
ば
ジ
マ

ン
ダ
イ
セ
ン
ま
た
は 

ダ
イ
ワ
ァ
ー

の
八
百
倍
液
に
し
て
く
だ
さ
い
。
)

早
生
温
州
の
か

っ
色
腐
敗
病

予
防
に
は
台
風
前
に
ダ
イ
ホ
ル
タ

ン
水
和
剤
の
五
百
倍
液
を
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。
か
ん
水
後
の
散
布
で
は

効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

梅
雨
あ
け
後
に
は
じ
め
て
散
布
す

る
場
合
は
ダ
ニ
カ 

卜
乳
剤
千
倍
液

に
し
て
く
だ
さ
い

。
す
で
に
こ
れ
を

散
布
し
、
再
び
発
生
を
認
め
た
と
き

は
ト 

ラ
ソ

ク
乳
剤
千
倍
液
を
散
布

し
て
く
だ
さ
い

。

こ
く
て
ん
病

病
害
虫
防
除

同
凶
〕
セ

カ
イ
ガ
ラ
ム
ン

の
八
百
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
マ
キ
ム
シ

中
旬
ご
ろ
に
デ
ナ
ポ
ン
水
和
剤
の

八
百
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い

。

苗
木
管
理

高
楼
更
新
等
を
行

っ
て

い
る
木
で
は
夏
芽
が
大
切
で
す
。
エ

ヵ
キ
ム
シ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ア
ゲ
ハ
、

雑
カ
イ
ガ
ラ
ム
ン
類
に
ア
ッ
パ
ー
水

和
剤
の
千
倍
液
を
夏
芽
伸
長
期
間
中

七
日
に
一
回
の
割
で
散
布
し
て
く
だ

さ
い

。 

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し

Vて
大
切
な
の
は
支
柱
立
て
で
す
。
地

中
深
く
支
柱
を
打
ち
込
み
、
し

っ
か


り
太
枝
に
結
わ
え
つ
け
た
後
、
新
芽


を
数
か
所
少
し
ゆ
と
り
を
も
た
せ
て


結
わ
え
つ
け
を
し
て
く
だ
さ
い

。
 

早
く
樹
幹
の
拡
大
を
は
か
け
、
未
収


益
期
間
を
短
く
す
る
た
め
肥
料
を
施


用
し
て
く
だ
さ
い

。
果
実
を
つ
け
て


い
な
い
の
で
チ
ッ
ソ
の
強
い
も
の
が V


よ
く
、
チ
ッ
ソ
十
、
リ
ン
サ
ン
入
、


カ
リ
六
の
割
合
に
な

っ
て
お
り
、
早


生
早
州
用
の
肥
料
が
適
当
で
す
。
今


月
か
ら
十

一
月
ご
ろ
ま
で
の
聞
に
四


回
く
ら
い
施
用
し
て
く
だ
さ
い

。


施
用
基
準
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

早
生
温
州
は
中
下
旬
ご
ろ
か
ら

仕
上
げ
摘
果
を
行
う
よ
う

に
し
て

く

だ
さ
い
。
最
終
的
に
三
十 

二
十
五

葉
に

一
果
と
し
ま
す
が
、
水
回
転
作

図
等
で
特
に
樹
勢
の
強
い
も
の
は
、

こ
れ
よ
り
少
し
多
目
に
成
ら
せ
て
く

だ
さ
い

。

普
通
海
州
は
中
ご
ろ
か
ら
手
な
お

し
摘
果
を
行
い
、
最
終
的
に
は

二
十 

1
二
十
五
楽
に
一
泉
と
な
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い

。

十
万
温
州
は
四
十
葉
に

一
果
と
し

し
て
く
だ
さ
い

。

か

ん

水

か
ん
ば
つ
が
つ
づ
け
ば
十
日
に
一

度
く
ら
い
の
割
で
か
ん
水
を
し
て
く

だ
さ
い
。
水
量
は
二
十 

三
十 

程

度
は
必
要
で
す
。

円
門
〕

ヘ
タ
ム
ン
、
た
ん
そ
病
に
バ
ダ
ン

V V V
千
倍
液
に
卜 

プ
ジ
ン 

千
五
百
倍


を
加
用
散
布
し
て
く
だ
さ
い

。


y

同
凶
〕

病
虫
害
防
除 

M i
i

ウ
ン
カ
、
ヨ
コ
バ
イ
、
も
ん
が

J

れ
病
の
防
除
が
七
月
下
旬
に
で
き
て


い
な
い
水
田
で
は
上
旬
に
、
ア
ソ
パ


ヴ
サ
デ
ィ
プ
粉
剤
三 
1
四
泊
を
散
布


し
て

く
だ
さ
い

。
 

出
掛
川
前
の

二
化
メ
イ
チ

ュ
ウ
、

ウ
ン
カ
、

ヨ
コ

バ
イ
、
い
も
ち
病
に

は
キ
タ
ス
ミ
ナ
ソ
ク
粉
剤
ま
た
は
カ

て
く
だ
さ
い

。

も
ん
が
れ
病
に
は
パ
リ
ダ
シ
ン

粉
剤
四
位
を
散
布
し
て
く
だ
き
い

。 

い
も
ち
病
に
は
キ
タ
ジ
ン 

粒

剤
四
倍却
を
散
粒
機
ま
た
は
手
ま
き
で

散
布
し
て
く
だ
さ
い

。

穂
肥
の
施
用

穂
肥
の
施
用
等
に
つ
い
て
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

V V

P

ス
ス
ナ
ミ
ソ
ク
粉
剤
四
箆
を
散
布
し

別表三
千
倍
液
、
ト
ッ
プ
ジ
ン 

千
五
百 

1
二
千
倍
液
を
交
互
に
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。 

斑
業
病
に
は
ポ
リ
オ
キ

M

い灰ン
ン
ま
た
は
オ
ソ
サ
イ
ド
千
倍
液

支
の
苗
の
手
入
れ
が
大
切
で
す
。 

V
ウ
ド
ン
コ
病
に
は
モ
レ
ス
夕
、
/

各品種ごとの出穂時期と穂肥施用時期「ー「 。ポ腐

川レ敗�  
l ド病�  
1 7-1 

|ι、| 液葉�  

日ロ口 種 施肥時期 出穂時期

ヤ� 7 ピコ� 7月30日頃� 8月23日頃

日本晴�  7月27日� JI 8月20日� JI

コトブキモ千� 7月31日� JI 8月24日� JI

ミネユタカ� 8月3日� JI 8月27日� JI

サチワタリ� 8月4日� JI 8月28日� JI

アケボノ�  8月10日� JI 9月3日� JI

へ、「

V

.....I 
Lー」 散病

布に

し五
て|
〈五
だ 王� t
さ石

I を枯�  

山
行

へ
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

心
一

(
か を

散
布
し
て
く
だ
さ
い

。 

ア
カ
ダ

ニ
に
は
ケ
ル
セ
ン
千
五
百
倍
液
の
散

布
を
し
て
く
だ
き
い
。 

ヨ
ト
ウ
ム

ン
に
は
サ
リ
チ
オ
ン
、 

剤

の
千
倍
液
ま
た
は
デ
イ
プ
レ
ッ
ク
ス

七
百
倍
液
の
散
布
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ネ
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
エ
ス
ト
ソ
ク

ス
の
千
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ

き
い

。 

V

D
D
V
P

V
V

o

(良
五
郎
さ
ん
・
白
山
歳
ご
死
去 
)

一

般

預

託

一

衣

料

五

占

一

一

生

名

の

清

水

秀

治

き

一

金

十

五

万

円

O
香
典
返
し
に
か
え
て

※� 5月上旬播種. 6月20日移植のもの基準

別表

立地条件
穂月E kg 

肥沃回�  N K化成 C12号� 15 

普通田�  JI 7 kg 

秋落田�  JI 10kg

与
川
内
の
星
越
秀
夫
さ
ん
か
ら

一

ら
あ
っ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一

こ
の

二
件
の
善
意
は
、
警
意
銀

白

あ
り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

一一一 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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職

と業

同
色野


和

~闘機機鰯酬酬| 
学
校
に
お
い
て
は
幼・

小

・
中
・
高
の
一
貧
し

た
同
和
教
育
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
よ
り
重

要
な
家
経
や
社
会
に
お

け
る
同
和
教
育
の
浸
透

性
を
考
え
る
と
き
、
そ

の
認
識
は
浅
く
解
放
へ

の
道
は
ま
だ
十
分
で
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
浸
透

を
さ
ま
た
げ
て
い
る
理

由
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
第
一
は
、

「同
和
問
題
は
部
落

の
人
の
問
題
で

あ

っ
て
自
分
に
関
係
な
い
の
だ
」
と

い
う
認
織
の
低
さ
と
偏
見
の
堅
い
伎

に
よ
る
誤
ま
っ
た

人
間
娘
、
社
会
観

で
あ
り
、
ま
た
自
分
の
無
関
心
を
か

く
す
た
め
に
無
知
を
よ
そ
お
い
、
部

落
差
別
の
温
存
を
正
当
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
知
ら

ね
ば
何
を
し
て
も
よ
い
と
い
う
幼
稚

な
発
想
で
同
和
問
題
を
考
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
企
業
の

人
一
や
抱
当
者
と
話
し
合

っ
て
み
て
も、

き
ま
っ
て
「
わ
れ
わ
れ
は
別
に
差
別

し
て
い
な
い
」
「
成
績
が
よ
く
て
健
康

で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
採
刷
し
て
い
る
」

と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
ま
で
ほ

と
ん
ど
の
企
業
が
就
椛
係
用
に
あ
た 弘、豊


っ
て

、
家
庭
調
査
を
し
た
り
、
戸
籍

謄
本
の
提
出
を
求
め
た
り
、
採
用
前

に
家
庭
訪
問
を
行

っ
た

り
、
定
時
制

通
学
夜
間
大
学
へ
の
進
学
希
望
を
企

業
の
都
合
に
よ
っ
て
阻
止
し
た
り
す

る
事
例
が
た
び
た
び
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

浅
野
佳
代
さ
ん
の
自
殺
も
家
庭
調
査

が
原
因
で
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
同
和
教
脊
が
進
み

つ
つ

あ
る
と
き
に
、
全
国
に
散
在
す
る
同

和
地
区
名
を
ま
と
め
一

冊
の
本
と
し

て
売
ろ
う
と
し
た
企
業
の
話
は
有
名

で
す
。
何
の
た
め
の
家
庭
樹
査
で
あ

り
同
和
地
区
調
査
な
の
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
は
同
和
行
政
や
解
放

へ
の
歩
み
に
つ
い
て
表
面
的
に
理
解

し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
内
部

に
あ
る
こ
う
し
た
現
実
を
混
存
し
た

ま
ま
で
は
差
別
解
消
の
運
動
は
正
し

く
展
開
さ
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
と
き
広
た
ち
は
「
間
利
地
区

の
人
が
差
別
の
た
め
に
自
分
の
能
力

を
伸
ば
し
、
希
望
す
る
職
業
に

も
つ

け
ず
、
貧
困
に
迫
い
つ
め
ら
れ
て
教

育
を
う
け
る
機
会
き
え
奪
わ
れ
て
き

た
」
と
い
う
事
実
を
お
も
い
か
え
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
一
事
実

が
今
机
を
並
べ
て
仕
事
を
し
て
い
る

仲
間
に
、
共
に
汗
水
流
し
て
働
い
て

い
る
友
だ
ち
聞
に
、

物
質
的
利
神
的

に
差
別
が
存
在
す
る
要
因
と
な
り、

現
実
の
問
題
と
し
て
戦
場
に
差
別
思

想
が
生
き
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

近
年
、
職
業
安
定
行
政
の
指
持
と

努
力
が
佼
透
し
、
ま
た
答
申
や
同
対 

法
の
精
神
が
理
解
さ
れ
て
き
て
、
真

険
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
企
業

が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で

す
。
明
る
い
戦
場
づ
く
り
は
賃
金
問

題
、
労
働
条
件
の
向
上
等
と
と
も
に

部
洛
差
別
解
消
に
つ
な
が
る
同
和
地

区
住
民
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と

が
大
切
な
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

鳥
取
県
、
八
東
小
学
校

同
和
教
育
学
習
に
来
校

去
る
七
月
七
日
、
鳥
取
県
八
束
小
学
校
か
ら
四
人
の
先
生
方
が

本
校
に
来
ら
れ
、
同
和
教
育
の
実
践
に
つ
い
て
同
校
の
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

五
年
生
の
授
業
参
鋭
、
同
和
教
育
の
経
営
方
針
、
学
習
会
の
述

営
、
P
T
A
の

研
修
活
動
を
説
明
し
、
そ
れ
を
中
心
に
話
し
合
い

を
進
め
ま
し
た
。
八
東
小
学
校
は
す
で
に
四
十
八
年
度
、
凶
十
九

年
度
の
二
か
年
に
わ
た
り
文
部
省
指
定
を
受
け
た
学
校
で
あ
り
ま
す
。

以
下
感
じ
た
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
。

*
徳
島
県
の
取
り
組
み

*

進

学

率

本
校
の
よ
う
に

中
心
部
か
ら
離
れ

勝
浦
町
は
百
訂
と
い
う
こ
と
に
つ
い
 

た
学
校
に
お
い
て
も
、
真
剣
に
取
り


組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
認
識
を
新
た


に
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
県
で
は
ま
だ


ま
だ
学
校
に
よ
る
格
差
が
あ
る
と
い


う
こ
と
で
し
た
。


*

学

習

会


八
東
小
学
校
に
お
い
て
は
、
対
象


不
用
犬
買
い
上
げ
日
が

地
域
の
方
の
中
に
学
習
会
を
好
ま
な


い
父
兄
が
い
ね
ら
れ
る
と
い
う
悩
み
を


変
わ
り
ま
し
た

訴
さ
れ
ま
し
た
。
進
学
、
就
臓
が
川

不
用
犬
の 
以
上
げ
は
七
月
ま
で
毎

和
問
題
解
消
の
中
心
誠
飽
で
あ
る
と

迎
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
月
か

い
う
認
識
が
十
分
で
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

m

& 
*
P
T
A
教
育

て
篤
い
て
い
ま
し
た
。
勝
浦
町
の
府

和
教
育
が
、
三
者
が
一
体
と
な
っ
て

積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
一
端
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

*
出
稼
せ
ぎ
問
題

鳥
取
以
の
経
済
基
盤
が
弱
い
た
め
、

出
稼
せ
容
は
県
全
体
め
問
題
で
も
あ

る
が
、
そ
の
し
わ
ょ
せ
が
同
和
対
象

地
域
に
も
ろ
に
か
ぶ
さ
っ
て
き
て
お

り
、
欠
般
家
庭
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

会
国
的
な
問
問
で
す
が
、
意
識
が

低
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
完
全
な
民

主
々
義
国
家
を
つ
く
る
こ
と
が
一

人

ひ
と
り
の
幸
せ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
は
だ
れ
か
が
し
て
く
れ

る
と
い
う
安
易
な
考
え
方
を
打
ち
破

る
教
育
が
必
要
で
す
。

以
上
が
心
に
残

う
た
内
谷
の
主
た

る
も
の
で
し
た
が
、
柿
川
島
県
あ
る
い

は
勝
浦
町
の
同
和
教
育
は
堅
実
に
前

進
し
て
い
る
と
い
う
舷
似
を
得
ま
し

た。
ら
買
上
げ
日
は
小
松
島
保
健
所
の
指


導
に
基
づ
き
第
一
・
第
三
の
月
限
日


に
行
う
、
」
と
に
変
更
な
り
ま
し
た
。


住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
不
便
を


お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ


い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。


*
質
上
げ
側
絡


生
後
四
か
月
未
満
一
一
肌
百
円


生
後
四
か
月
以
上

一
政
三
百
円
 

*
口
上
げ
日
第
一

・
第
三
月
刊
明
日

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
同和教育シリーズ職業と同和
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だ
れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る

社
会
総
合
大
学
の
め
ざ
す
も
の
は
?

引
�
 

お
も
な
内
容
と
し
て
は

中
央
講
座

ゐ
�
 

住
民
一前
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

て
定
期
的
に
開
く
も
の
で
、
従
来
の

高
齢
者
教
室
、
婦
人
学
級
、
青
年
学

級
生
守
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
人

数
の
制
限
が
あ
り
、
だ
れ
で
も
自
由

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

れ
と
は
別
に
芸
術
学
部
と
し
て
俳
句
、

マ

短
欧
、

川
柳
、
習
字
等
の
銑
座
を
新

た
に
も
っ
て
お
り
ま
す
。

ゐ

俳
句
、
短
歌
、

川
柳
の
文
芸
に
つ

ゐ
�
 

い
て
は
三
か
月
に
一
回
づ
つ
の
交
代

で
、
明
円
字
講
座
は
月
二
回
聞
い
て
お

り
ま
す
。
参
加
者
も
回
を
追
う
ご
と

に
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ゐ

ま
た
、

仕
事
や
時
間
の
都
合
に
よ

っ
て
中
央
講
座
に
参
加
で
き
な
い
人

に
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
と

し
て
次
の
二
つ
の
講
座
が
あ
り
ま
す
。

Wm m Nm m m m w

開
放
講
座

適
時
に
講
師
を
招
い
て
そ
の
時


々

の
問
題
を
解
決
し
、
必
要
な
知
減
技


能
を
学
習
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。


八
月
一
日
現
在
の
総
座
と
参
加
人

員
を
ま
と
め
て
み
る
と

六
月
果
実
酒
の
っ
く
り
方

百
二
十
人

七
月
水
難
救
助
と
指
圧

五
十
人

薬
草
の
採
取
と
利
用百

人

な
お
、
川
町
入
学
部
の
午
後
の
学
習

は
開
放
講
座
に
し
て
お
り
ま
す
。
白

昨
年
ま
で
個
々
に
闘
い
て
い
た
社

会
教
育
め
締
座
を
、
こ
と
し
は
ま
と

め
て
「
社
会
総
合
大
学
」
と
し
て
形

態
を
整
、
ぇ
、
五
月
十
一
日
に
は
な
ば

な
し
く
開
講
し
ま
し
た
。
複
雑
な
社

会
の
動
き
に
適
応
し
守
、
必
要
な
教
養

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
社
会
教
育
は
、

い

つ

で

も

だ

れ

で

も

参

加

で

き

る
|
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
、
参

加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
住
民
各
位
の

対
話
と
健
康
を
み
た
し
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

開
講
し
て
二
か
月
余
り
、
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
熱
意
に
よ
っ
て
当

初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
、
え
る
希
望

者
が
集
り
、
ど
の
講
座
も
盛
況
で
す
。

マ

ゐ
H

a

 

、、、-、

-、
じ

ぞ

う

ら

い

ご

う

ず

岬

弘
司
令
。
�
 

'
 

ゐm

…
ぬ
制
調
樹
剰
刺
ザ
地
蔵
来
迎
図
(
鶴
林
寺
)
…

旧日:・� 

'm
i
l
l
i
-
-
-
1

s
h
V
2
2
2
0
5
2
2
2
2
2
2
2
5
2
2
2
S
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
5
b
t
o
s
s
=
=
2
2
2
2
2
2
2
2
5
2
=
=
h
v
g
e
s
-
-

d
L
I
f

JιhG.

  
it


  
er--JUJE--v u
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P
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地
区
講
座

一二
山

一イ
ナ
ゴ

ム

ご

地
区
住
民
の
学
溜
裟
求
に
よ

っ
て

一中

長一一』一

一一三一
七一一一

中
山
�
 

開
く
も
の
で
す
。
内
容
に
よ

っ
て
は

ニて
一切

一一一
憂

・一-一-隣
町人

一一一す� 

沼
江

・
石
原
 

継
続
的
に
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。


o

JA--I
E
ft-

r
t

A

盛当
E 
Y A B C D

星
谷

E F G

A A
 
4!?組

m
 

m-v 
-
V
 m
 

-vm

守

飛
雲
の
川
町
・
つ
中
に
地
蔵
詑
ロ
薩
が
ふ
ろ
の
作
品
と
し
て
は
相
好
よ
く
と
と
な
絵
画
で
あ
る
。

そ
り
、
友
平
干
に
宝
珠
、
右
手
に
錫
杖
こ
ろ
が
み
え
、
本
県
に
と

っ
て
空
車
一

官
�
 

絹
本
着
色

た

て
八

0
・
三
勺

よ
こ
一二
七
・

二日
，
�
 

ゐ

み
制
り
、
れ
ん
げ
に
の
り
、
来
迎
の
い
、
本
絡
の
み
な
ら
ず
雲
等
の
口
山
昭
和
四
十
三
年
六
月
、
県
の
有
形

町

叫
す
る
形
で
あ
る
。
地
蔵
菩
薩
は
頭
を
絡
も
か
な
り
よ
く
、
大
和
絵
風
な
と
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。
�
 

(
し
ゃ
く
じ
よ
う
)
を
と
り
、
袈
裟

山
�
 (け
さ
�
 
)
を
つ
け
、
風
に
衣
の
す
そ

を
な
び
か
せ
な
が
ら
身
体
を
前
か
が

ぬ
み
に
曲
げ
て
い
る
。

こ
の
ょ
っ
な
来

町
迎
図
は
動
的
な
面
を
強
調
し
す
ぎ
て
、

制
荘
重
さ
を
失
わ
れ
が
ち
に
み
ら
れ
る

が
、
全
体
と
し
て
重
厚
さ
を
失

っ
て

い
な
い
抑
剛
容
な
タ
ッ
チ
の
す
ぐ
れ
た

山
作
品
で
あ
る

著
色
も
当
初
の
趣
を
よ
く
伝
え
て

宅

い
る
。
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
の
こ

由
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

。

現
在
ま
で
の
申
し
込
み
で
は
、
坂

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

中

角


本
の
愛
育
学
級
が
年
四
回
の
学
習
計


画
が
あ
り
ま
す
。


講
座
は
等
し
く
町
民
の
も
の
で
あ

ナ
イ
タ
ー
の
季
節
に
い
り
、
七
月


l

山
西
掛
 

ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
地
区
対
抗


っ
て
、
だ
れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き

七
日
か
ら
十
六
日
ま
で
勝
浦
中
学
校

与
川
内
 

老
人
に
は
健
康
を
|
。

一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行


わ
れ
ま
し
た
。
二
十
三
チ
ー
ム
が
参


久
国
西


壮
年
に
は
活
力
を
|
。

。

加
し
て
辿
日
核
戦
の
結
果
、
中
山
�
 

千
|
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出

家
庭
婦
人
に
は
安
ら
ぎ
を

青
少
年
に
は
少
と
希
望
を
|。

チ
ー
ム
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

※
予
選
リ
l
グ
の
各
プ
ロ
�
 7
第
一
位

め
ざ
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�
 

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

MUS04
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MUS04
テキストボックス
だれでも自由に参加できる社会総合大学のめざすものは

MUS04
テキストボックス
まちの文化財地蔵来迎図（鶴林寺）
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も
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
正
常
に
発
育

し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

お
も
ち
ゃ
は
、
持
う
て
遊
ぶ
だ
け

で
は
不
十
分
で
す
。
遊
び
な
が
ら
仲

間
の
で
き
る
も

の
も
必
要
で
す
。
輪

投
げ
、
お
手
玉
等
は
、
技
を
鋭
い
な

が
ら
迎
帯
感
を
育
て
、
い

っ
そ
う
栄

し
い
遊
び
に
な
る
要
紫
を
も
ゥ
て
い

ま
す
。

こ
ん
な
遊
び
を
し
な
が
ら
大
き
く

主
っ
た

と
き
、
ふ
る
さ
と
を
去
っ
か

し
み
、
友
だ
ち
ゃ
兄
弟
を
求
め
る
の

で
は
主
い
で
し
ょ
う
か
。

判
明
の
手
で
こ
し
ら
え
た
、
あ
や
と

り
、
必
手
玉
、
折
紙
'
州
了
を
与
、
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
い
ま
の
機
械
お
も

ち
ゃ
と
ち
が
っ
た
技
や
主
か
ま
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
一

し
て
お
も
ち
ゃ
と
い
う
の
は
、
使

っ

て
遊
ん
で
折
て
る
も
の
で
な
く
、
な

か
ま
を
つ
く
り
友
情
を
そ
だ
て

、
技

を
み
が
き
、
成
長
に
役
立
つ
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

最
近
の
お
も
ち
ゃ
は
機
械
が
多
〈

一
複
雑
な
の
で
、
ニ
わ
れ
る
と
す
ぐ
に

一
捨
て
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
ん
な
お
も

一
ち
ゃ
を
与
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

お
も
ち
ゃ
の¥ノ

0---

H

L J
T

与
え

方

事 故 ゼ ロ は み ん な の 願 い �  

毎日どこかで起っている交通事故。これほどFLITし

いことはありませんo 

0--町内の小・中学生のなかに交通遺児が 6人います。� 

Lうこれ以上はごめんです。� 

O・一司王に乗る人歩く人. お互いに注意してください。

瓦
い
に
注
窓
し
て
く
ど
さ
い

。

そ
う
呼
べ
た
ら
ど
ん
な
に
幸
福

だ
ろ
う

け
れ
ど
も

父
ち
ゃ
ん
は
も
う
い
な
い

ふ
と
父
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
見
た

な
つ
か
し
い
思
い
出
が
次
々
と

浮
か
ぶ

す
る
と
き
び
し
さ
が
こ
み
あ
げ

そ
し
て
涙
に
か
わ

っ
て
し
ま
う

今
で
は

写
真
だ
け
で
し
か
見
ら
れ
な
い

父
ち
ゃ
ん
の
頗

父
ち
ゃ
ん
が
生
き
て
い
た
ら

ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う

写
真
で
は
主
〈

一
本
当
の
父
ち
ゃ
ん

の

一
顔
が
見
た
い

一
そ
し
て
も
う

一
度

父
ち
ゃ
ん
へ
と
呼
ん
で
け
ん
た
い

単
に
の
る
人
あ
る
く
人
、
ぉ

「
父
の
写
真
」

父
ち
ゃ
ん
印

H

夏休みを楽しく 、事故みんなて気をつけよう

お
母
さ
ん

十
分
注
意
を

夏
休
み
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
体
を
鍛
え
る
絶
好
の

機
会
で
す
。

し
か
し
、
夏
休
み
に
な
る

と
子
ど
も
の
交
通
事
故
や
水

の
事
故
が
め
だ
っ
て
ふ
え
て

い
ま
す
。
お
母
さ
ん
、
子
ど

も
の
遊
び
に
関
心
を
も
っ
て

危
険
な
場
所
で
は
ぜ
っ
た
い

に
遊
ば
せ
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
二
輪
車
の

事
故
も
多
い
で
す

ス
ピ
ー
ド
と
カ
ソ
コ
よ
さ

か
ら
中
・
高
校
生
に

オ
ー
ト

バ
イ

が
大
モ
テ
で
す
が
、
そ

れ
に
比
例
し
て
事
件
や
事
故

が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。

ご
存
知
の
よ
う
に
原
付
自

転
車
、
自
動
二
輪
車
の
免
許

は
満
十
六
歳
か
ら
持
て
る
わ

け
で
す
が
、
無
謀
な
運
転
て

死
亡
事
故
を
起
し
た
り
、
友

だ
ち
が
乗

っ
て

い
る
か
句
と

無
免
許
で
逆
転
し
、
他
人
を

傷
つ
け
た
り
す
る
少
年
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
少
年
の
心

を
動
か
す
オ
ー
ト
バ
イ
は
さ

ま
ざ
ま
の
危
険
を
は
ら
ん
で

い
ま
す
。

保
護
者
は
少
年
の
市
中
故
防

止
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

(

駐
花
所
)

今
の
お
も
ち
ゃ
は
機
械
で
動
く
か
、

電
池
で
動
く
も
の
が
多
く
、
た
し
か

に
こ
わ
れ
ま
す
と

、
家
庭
で
簡
単
に

自
ら
立
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
と

い
っ
て

こ
れ
も
最
近
の
科
学
を
応
用

し
た
り
っ
ぱ
な
お
も
ち
ゃ
で
す
か
ら

、

わ
る
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど

う
も
見
る
だ
け
の
も
の
が
多
い
の
は

弱
っ
た
こ
と
で
す
。
な
に
も
古
い
も

の
を
も
ち
出
す
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ

ん
が
、
昔
の
子
ど
も
が
使
っ
た
お
も

ち
ゃ
、
例
え
ば

「
相
み
木
」
「
ケ
ン
玉
」

寸
お
は
じ
き
」「
お
手
玉
」
「
あ
や
と
り
」

「
輪
投
げ

」
等
は
、
わ
リ
と
単
純
主

ル
ー
ル
と
技
術
て
楽
し
め
ま
し
た
。

た
だ 

μ物
し
て
満
足
で
き
る
む
の
で

な
く

、
実
際
に
自
分
の
手
に

と
っ
て

扱

っ
て
み
て
、
は
じ
め
て
納
得
の
い

く
も
の
ば
か
り
で
す
。
桁
先
の
器
用

さ
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
、
距
雌
感
覚
主

ど
を
建
っ
て
く
れ
ま
し
た
ω

今
の
子

ど
J
U

に
は
鉛
鋒
を
ナ
イ
フ
で
け
ず
れ

な
い 

も
い
ま
す
。
竹
町
に
の
れ
な

い
イ 

い
ま
す
。
水
を
こ
わ
が
る
下

MUS04
スタンプ
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
3歳児教育

MUS04
テキストボックス
ゆっくり走ろう
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FAV
一人 

A
O

V
A
V

VA
V
人
V
A

企

V
A
V
A
V
A
V
A
V

V
入
V

V
人 

人

入 

こ
れ
か
ら
台
風
の
ン
ズ
ン
が
や

勺
て
き
ま
す
が
、
大
水
や
台
風
主
ど

の
災
窓
口
に
あ

っ
た
と
き
は
、
税
令
の

而
で 
2
U

い
ろ
い
ろ
な
数
派
術
開
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

例

え
ば
、
所
何
税
の
併
減
や
免
除
、

納
税

の
納
予
、
そ
れ
に
山
中
告
や
申
約
、

納
付
も
ど
の
制
限
延
長
な
ど
で
す
。

も
し
、
不
幸
に
ら
災 

に
あ
わ
れ

h
u

た
と
き
は
、
中
川
が
孫
ち
一
泌
さ
し
だ

い
税
務
留
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

リ
ー
ダ
ー
の
自
覚
と
責
任
を 
.

勝
名
地
区
リ
ー
ダ
ー
研
修
お
わ
る

レ
ク
リ
ェ
シ
ョ
ン
指
導
を

受
け
る
青
年
学
級
生

角山角 ~'f' 主~ñや
お
く
や
み
申
し
ま
す

久坂与�  J召士反生� 
I11 

国本内江木名町民のうごき
世帯数� 1，940 男� 4.077 

清
水
良
五
郎
(
臼
オ
)

戸
田
ハ
キ
/

(
剖
オ
)

山

木

カ

/ 

(
制
オ
)

木
下
シ
カ
ノ
(
臼
オ
)

平
畠
四
世
帯
桝
(
剖
オ 
)

泰

地

消

子

(

叩

オ

)

う
ち
の
千
に
限
っ
て

と
巴
う
まえ
に

ど
も
の
生
活
に

」-

注
亜
を

勝
中
山
地
医 

(
勝
浦
町
・
」
勝
町

・

神
山
町

・
十
れ
升
町

・
佐
郎
河
内
村 
)

の
背
年
指
持
者
山
川
修
会
が
六
月
二
十

六
円
か
ら
二
十
七
日
の

二
日
間
、
一
制

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ニ

の
研
修
会
に
は
谷
町
村
の
背
年
リ
-

7
1
七
十
人
が
参
加
。

テ
!
?
を
①

叫
何
十
会
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
に
②
リ

ー
ダ
ー
の
自
覚
と
資
任
③
背
年
会
の

実
践
活
動
④
地
域
と
の
述
携
に
お

き
フ
ィ
ル
ム
ワ
ォ
ラ
ム
、
・
芯
け
ん

交
欲
、
議
晶
状
、
レ 

7
リ
ェ 

l
ン
ヨ
ン

な
ど
川
広
い
引
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
毎
年

一
回
聞
出
し

て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
勝
浦
町
で

行
う
こ
と
に
も

っ
た
も
の
で
す
。

OV

-v



ご
結
婚
お
め
で
と
う

藤

木

返

信

山
時
犯
美 

子

M
H

ヘ

泊

江

阿
南
市

tJ!i: 
f

-vお
誕
生
お
め
で
と
う

ム
川
美

長
女

由
希

本

石
尾

A
V
A
V
A
V
A
V
AV

わ
た
し
の

イ宇


ロロ
ロ

A
V
A
VA
V

くf非句〉
A
V

出
詠
は
毎
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

線
勢
広
夫
さ
ん
(
都
景
)
ま
で

町
内
在
住
の
方
に
限
リ
ま
す
。

次
回
は
短
歌
、
そ
の
次
は
川
柳
と
交
代

に
の
せ
ま
す
。

中
る

っ
て
ご
校
句
〈
だ

き
」
い
。

V
A
V

A
V 

V
A

入 

-----、

r¥  

税務署に相談を

税務署だより

仰
ぱ
す
手
の
届
か
ぬ
高
さ
枇
杷
品
川
る
、

掛

谷

駒

津

光

洋

山
の
端
の
わ
ず
か
に
見
ゆ
る
丘
月
間

掛

谷

斉

藤 

4

息
子

優
勝
の
旗
高
ら
か
に
五
月
附

掛

谷

野

上

す

み

れ

城
跡
は
名
の
み
茂
る
原
生
林

石

原

瀬

戸

白

峰

更
衣
心
新
た
に

出
勤
す

石

原

大

西

茅

軒

母
の
忌
や
枇
杷
美
し
う
盛
ら
れ
け
り

沼

江

紺

堂

取

引

堂

若
葉
風
素
足
で
背
き
畳
ふ
む

沼

江

中

井

銀

嶺

山
ひ
だ
を
雲
這
い
上
る
悔
雨
明
間

沼

江

小
室

未

成 

火
蛾
打
っ
て
円
慨
を
包
む
薄
紙
に

同
岬
か
な
る
川
面
に
鮎
の
と
ぷ
目
前
一
帯

坂

本

日

浦

翠

峰

咲
く
音
の
し
て
夕
顔
の
庭
絡
か

坂

本

林

一

秋

老
が
む
く
梅
雨
の
山
家
に
夕
明
り

坂

本

谷

広

土

畑
の
十
円
十
伸
び
放
題
に
梅
雨
ふ
か
し

沼

江

中

悶

凶

岬

笑

雨
滴
光
り
つ
枇
杷
の
色
こ
ば
す

沼

江

小

室

一

息

月

蚊
火
た
け
る
寝
息
重
な
る
父
と
子
に

沼

江

大

同

初

音

恋
に
酔
ふ
ベ
ン
チ
も
同
じ
夏
の
月

横

瀬

稼

凱

力

銀

星

与

川

内

水

口

春

女

白
牡
丹
今
晩
の
色
に
染
む

相

与

川

内

水

口

湖

舟

学青
級年

中中中棚償棚�  m一生
'!'J谷 名

山泉吉英中鈴多野
下 岡 瀬江田上

富統秀高噂全 "t，早

夫枠機博文自告消i明

長二長長長二二長
男男男努男女女女

和平目 白普純美 n
人幸確雄文子紀紀

人口�  8，239 女� 4，162

昭和51年 7月l日現在

男 女計

生

亡

入

出

出

死

転

転

MUS04
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わたしの作品

MUS04
テキストボックス
台風の被害にあってとき税務署に相談を税務署だよりお誕生日おめでとう
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町民のうごき
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|鳴しら世
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乳児健康診断市 |
乳児健康診断を次の日程で行います。必ず受け

、。Lてくださ� 

*と き� 8月6日(金)

狩
守皇帯

み
ん 離婚後も婚姻中の氏(姓)

な を名のることができます

てや

田r このほど，民法等の一部を改正する法律が成立

を し，� 6月15日から施行きれました。これによると ，

時3寺半から� 111午後� 

¥ *ところ 勝浦病院� 
き� 婚姻のとき氏を改めた人は，離婚をしても離婚後、

3か月以内に戸籍法の定める届出をすれば，婚姻

中に称していた氏 を称することができます。

) 

れ*該当者 昭和51年� 1月から� 6月までに生まれた

者 (4月生まれの者を除<) 

*母子手l阪をご持参ください。

成 人病検診

次の日程で成人病検診を行います。 この検診に

年齢制限はありませんが，30-64歳までの方は必

ず受けてください。

*検診内容 血圧測定，検尿(たん白・糖 ・ウロ

ヒリ/ーゲン)心電図検査� (検査結果

が即H寺判明し，医師の説明が受けられ

ます )

*料 金無料

Jレ ろレ 主� 
」� 

8月� 19日(木)
;召江7q年セン� 7ー� 

時受付11 時-10午前� 

8月� 19日(木)
:!i)，痢消防事務所

午後 l時� - 2時受付� 

8月初日� (木)
生名生活センター

午前� 101時-111時受付� 

8月 26日(木)
午後� 1I時-2時受付

坂本集会所

今
月
の

斉
清
掃
日
は

8
月
8
日

で
す

し、� また、 この法律施行前� 3か月以内(本年� 3月15


日以降)に雌婚した人で，すでに婚姻前の氏にもど 


っている 人も，本年� 9月15日までに届出をすれば司


婚姻中に称していた氏 を再び称することができま


す。


くわしいことは，総務課受付へお問い合わせ〈


ださい。


-.、

需主

-、

、-

勝浦ブロック読書振興大会

次の日程により開催しますので，多数ご参加〈

だきし、。

*日 時� 9月9日� (木)

午前� 9時~午後� 3時

* 場 所 上 勝 町 社 会 福 祉 体育館� 

*講演生涯教育と読書�  

*講師教育評論家

刀柄、館正也氏

日 *くわい、ことは、次号でおしらせします。

ィ金$
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